
令和８年7月幕別町こども家庭センターを開設しました

幕別町での子育てに、
新しいパートナーを。

町内すべての妊婦の方、0歳から18歳までのお子さんと保護者を対象とし、
地域の関係機関と連携・協力しながら、切れ目ない支援を行います。

妊娠、出産、そして子育て。喜びに満ちた道のりであると同時に、
未知の不安と向き合う日々でもあります。

幕別町こども家庭センターは、すべての子どもと子育てに関わる方々を対象に、
あなたに寄り添う「ひとつの窓口」として誕生しました。



こども家庭センター
(相談・連携の中心)

民生委員・
児童委員 保育所・

幼稚園等

発達支援センター・
子育て支援センター

学校・
教育委員会

あなたを独りにしない、包括的なネットワーク

医療、福祉、教育の専門機関と密接に連携し、
最適なサポートへと繋ぎます。

医療機関

児童相談所

悩んだら、まずはセンターへ。
私たちが適切な専門機関と連携し、あなたに必要な支援を行います。



妊娠から子育てまで、ずっと途切れないサポート

妊娠期 出産後 子育て期

母子手帳交付時

妊娠7～9カ月頃

出産後1カ月以内

産後ケア事業 随時相談・通園支援

乳幼児健診

A C E

B D F



妊娠期：安心を育む、最初のステップ

母子健康手帳

すべての妊婦さんへの面接
母子手帳交付時に、保健師が一人ひとりと丁寧に
お話します。

妊娠7～9カ月の全戸訪問
出産が近づく時期に保健師がご自宅へ。
肯児への不安や心配事に寄り添います。

交流と学びの場
パパママ教室：栄薬士や保健師とともに「自分らしい
妊娠・出産・育児」をイメージする講座。
妊婦さんと産婦さんの交流会ママカフェを実施してい
ます。



新生児訪問
出産後「１カ月以内」を目安に保健師が訪問。
赤ちゃんの発育確認や予防接種のスケジュールを一緒
に確認します。

産後ケア事業
出産後、安心して子育てができるよう、助産師等が産
後の体調管理や育児をサポートする事業です。
施設への日帰り、またはご自宅への訪問によるケアを
実施します。

頼れるご家族が近くにいない場合でもご安心ください。
一人ひとりの状況に合わせ、最適な子育てサービスを
ご紹介し、孤立を防ぎます。

出産後：心と身体を休め、回復するための支援



子育て期：いつでも、どこでも、どんなことでも
3つの相談窓口

幕別地区 札内地区 忠類地区

一緒に考えましょう。

来所 電話 メール 家庭訪問

乳幼児健診での発育確認はもちろん、子育てのイライラや家族の悩みなど、日常のささいな事でもご相談ください。



個々の状況に応じた、柔軟なサポート体制

支
援
の
厚
み

基本サポート（母子健康手帳の交付、妊婦健診、乳幼児健診、パパママ教室などの標準的なサービス）

「育児への不安や
疲労感が強い」

「頼れる家族が
身近にいない」

「子どもの発育や
家族関係の悩み」

保健師等による産後ケア事業
（授乳支援・身体ケア）の発動

子育て支援サービスの紹介

子ども家庭支援員等の専門職による
継続的な家庭訪問・相談対応



なぜ「こども家庭センター」なのか？
２つの機能の融合

母子保健機能（身体と医療のサポート）

妊婦訪問

パパママ教室

産前産後サポート事業
ママカフェ

子育て相談(離乳食、発育・
発達・育児に関する相談)

児童福祉機能（生活と制度のサポート）

児童手当・児童扶養手当の手続き

ひとり親支援、児童虐待・教育に関する相談

子育て短期支援事業（ショートステイ）

現在のこども家庭センター (One-Stop Desk)

以前は別々の窓口だった「母子保健」と「児童福祉」を一体化。
書類の手続きから心身のケアまで、一つの窓口で共有し丁寧に対応します。

母子健康手帳の交付 新生児訪問

産後ケア事業

乳幼児健診
乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）

子どもの権利に関すること



保健師

妊婦訪問や個別訪問で、心身
の健康と育児の道のりをトー
タルでナビゲートします。

栄養士

離乳食に関することやパパマ
マ教室での栄養指導など、具
体的な技術と知識でサポート
します。

子ども家庭支援員

制度の手続き、ひとり親支
援、教育や家庭環境の悩み
など、福祉の観点から生活
基盤を支えます。

あなたを支える、専門職のチーム



子育てに「完璧」はありません。
小さな疑問も、言葉にならない不安も、

私たちが受け止めます。

困っていることがあれば、まずご相談ください！

幕別町こども家庭センター
電話：0155-54-6868
受付時間：平日 8:45～17:30

幕別町子育て特設応援サイト


